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 の限界と課題や今後の研究方向、である。
 本研究は、次の問題意識からはじめられた。それは、(1)収益の高い介護保険事業の移行による
 福祉NPO本来事業の空洞化、(2)介護保険の見直しによる経営の困難性、(3)財源乏しい福祉
 NP〔)における人材募集の困難性などである。また、介護保険事業の参入によって、(1)収入の増
 大、(2)雇用関係の発生、(3)収益・事業の重視などという変化が出てきた。その変化に伴う組織の
 拡大、新規事業への進出、人的資源のマネジメント、収益事業と本来事業のバランスをとることな
 どの課題に直面した。社会的使命の達成や活動の継続のために、福祉NPOはマネジメントの手法
 を用いて一ヒ記に示された様々な課題をクリアするはずであるが、「マネジメントの不在」と批判さ
 れる福祉NPOは、苦戦苦闘を強いられている。
 福祉NP()における社会的使命や理念の達成、そして活動の継続のためには、どのようなマネジ
 メント・コンセプトやマネジメントテクニックを用いればよいのかを、マネジメントの分析枠組を
 通して明らかにすることが本研究の目的である。
 本研究は、文献、公表されたデータ、NPO団体へのヒアリング調査、サービス提供者へのイン
 タビューや参与観察による事例研究に基づいて考察していく。
 介護保険における介護市場は、行政の関与があるので、従来の市場メカニズムが機能していない。
 本章は、介護市場における擬似市場の原理を検証しながら、介護市場の規模、介護保険制度の実施
 状況を説明する。それを通じて、介護保険における福祉NP〔)の参入や拡大を考察し、介護市場の
 特徴を明らかにしていくことは第!章の目的である。
 第2章では、日本における福祉NP〔)が重視されるかどうかは、福祉サービス社会保障政策のパ
 ラダイムや住民参加型在宅サービス事業への変化に依っていることを論じる。加えて、NP〔)法施
 行以来、認証されたNP〔)の数や活動分野について把握すると同時に、福祉分野で活動すると表明
 しているNPOの現状について触れていく。また、福祉NP()の実態を考察するために、3つのア
 ンケート調査の結果を踏まえながら、福祉NPOの特徴や課題などについても検討していく。
 前章にまとめたように、介護保険における福祉NPOの団体運営にはさまざまな課題がある。利
 益を追求していないNPOは、管理不在という問題もあるとよく指摘される。最近では日本でも、
 NPOマネジメント論が世間の注目を集めてきており、盛んに議論されるようになってきた。しか
 し、これらのNPOマネジメント論は、諸外国、とりわけアメリカの論理枠組に沿って論じられて
 おり、体系的ではなく部分的な取り組みにとどまっている。また.それらのマネジメント論が、福
 祉NPOに適用できるかどうかについても議論の余地があると思われる。従って、第3章では、福
 祉NPOの直面する課題を解決するために、福祉NPOに通用する体系的なマネジメントの分析枠
 組の確立を試みる。本章は、NPOにおけるマネジメントの重要性を論じ、既存のNPOマネジメ
 ントに関する研究成果を用いて、福祉NP〔)におけるマネジメントの要素を提示する。
 企業と異なるNPOのミッション性や多元性によって、そしてNPOに関する利害関係者やファ
 クターの多様性や不確実性によって、NPOにおけるマネジメントの困難さが高まる。前述した先
 行研究で取上げられたNPOのマネジメントに関する知見や手法はよい示唆を与えるが、現場でい
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 論文審査結果の要旨
 今日、介護保険制度の改正等、高齢者福祉に携わる福祉NPOの経営は、様々な困難な問題を抱
 えている。そうした福祉NPOのマネジメントに関しては、従来、一般的なNPOマネジメントの
 観点から議論が展開されてきたと言えるだろう。しかし、陳王氏の博士論文「介護保険における福
 祉NPOのマネジメントに関する考察」では、福祉NPOのマネジメントには、一般的なNPOの
 議論では説明できない、福祉NPO固有のマネジヌント課題があるとし、とりわけヒューマン・サー
 ビスゆえの、ケア場面での信頼関係構築の重要性を指摘する。そして、本博士論文では、主として
 社会学や経済学における信頼論をレビューしつつ、福祉NPOにおける信頼構築プロセスの分析枠
 ・組みを設定し、実際に、仙台市内でホーム・ヘルプ事業やデイ・サービス事業等を展開するNPO
 法人、ゆうあんどあいのヒアリング調査を重ねる中から、利用者とヘルパー、利用者とNPO、ヘ
 ルパーとNPOといった三つの相互作用関係における信頼構築のあり方を明らかにした。
 こうした陳氏の'博士論文は、信頼概念そのものの適切な分類(人格的信頼とシステム信頼)がで
 きているか、単一の事例のみが用いられており一般化がどの程度可能なのか、対人的な信頼関係構
 築が可能であっても、資本調達の困難さや人件費の上昇といった経営課題をどのようにクリアーす
 るのかといった疑問を生じさせる点で、今後検討すべき課題も多い。しかしながら.福祉NPOの
 マネジメントに固有の課題として、信頼構築の問題を提示し、参与観察を含むインテンシブなヒア
 リング調査を継続的に続けながら、実際の福祉NP()における信頼構築プロセスを詳細に描き出そ
 うとした点は、オリジナリティを有するものとして、大いに評価することができる。
 したがって、本論文は博士(経営学)の学位論文として「合格」であると判定する。
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